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Ⅰ．はじめに

　五島列島ではツバキ油が地域の特産品となっている。その原料
となるヤブツバキ（Camellia japonica，以下，ツバキ）の種子
は，豊凶が激しく，また，豊作期があることを明らかにした。

（1）
　ツバキ種子の生産性を具体的に向上させるには，開花・受粉・
幼果形成・生理落果・肥大・結果における過程を調査し，結実率
向上のための対策が必要となる。
　ツバキでは，春先に幼果が付き，4 月～5 月にかけての新芽が
伸びる時期に生理落果する現象を確認している。ツバキの結実率
を向上させる方法として，この生理落果を抑え，結実に繋げるこ
とが一つの手法として考えられる。
　今回は，ツバキの花から受粉，結実の過程の中で，開花時期別
結実及びツバキ実の肥大過程の中から生理落果について調査を
行ったので報告する。

Ⅱ．材料と方法

１．試験区の概要
　①　開花時期別結実調査
　五島では，12 月から 4 月まで開花が続くが，開花時期の違い
による結実状況と，4 月以降の生理落果状況を把握するための調
査を行った。
　試験地は，五島市大浜町（11 年生）で 3 本，五島市富江町山
下（18 年生）で 5 本の合計 8 本のツバキに設定した。試験区の
設定は，試験区 1：2014 年 1 月 17 日設定，幼果 80 個，試験区
2：2014 年 1 月 17 日 設 定， 花 80 個， 試 験 区 3：2014 年 2 月 12
日 設 定， 花 80 個， 試 験 区 4：2014 年 2 月 27 日 設 定， 花 80 個，
試験区 5：2014 年 3 月 5 日設定，花 50 個，時期別に幼果及び花
10 個ずつ，合計 80 個に印を付け，幼果の着果状況を追跡調査し
た。
　調査区の設定は，表－ 1 の通りである。

試験区設定日　　平成 26 年 1 月 17 日
試験区の場所　　五島市大浜町及び五島市富江町山下
　②　ツバキ実の肥大過程調査
　五島市鬼岳樹木園において，ツバキ実の結実過程と生理落果に
ついての調査を行った。
　五島市鬼岳樹木園に植栽されている五島で選抜された優良母樹
由来の 25 年生ツバキ 4 本のツバキ実に合計 30 個に印を付け，幼
果の着果状況を追跡調査した。
　調査区の設定は，五島市上崎山町の樹木園内にある 4 本のツバ
キの 30 個の幼果に印を付け実の直径を追跡調査した。
試験区設定日　　平成 26 年 4 月 15 日
試験区の場所　　五島市上崎山町

Ⅲ．結果と考察

　①　開花時期別結実調査
　表－ 1 の通り時期別の幼果・花に印をつけ，幼果形成の調査を
行った。1 月～3 月のいずれの時期も 6 月まで幼果が確認でき，
開花時期に関わらず結実することが分った。
　4 月～6 月までの幼果の減少率は，1 月に幼果・花であったも
のは少なく，2 月以降花であったものは，減少率が大きくなった。
花から幼果を形成し，その後 2～3ヶ月程度生理落果があり，残っ
たものが肥大することが考えられた。
　3 月の花が少なかったのは，3 月 12 日に福江測候所の記録では
最低気温が氷点下となっており，開花後極度の低温に遭遇したこ
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表－１．試験区別幼果数
幼果数（個）

調査日 調査区１ 調査区２ 調査区３  調査区４ 調査区５
４月17日 8 7 5 11 2
５月１日 8 5 2 4 1
６月10日 7 5 1 3 1
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とが原因ではないかと考えられた。霜の被害が考えられた。
　②　実の肥大過程
　ツバキ実の肥大は，4 月中旬頃から始まり，7 月中旬頃まで続
いて肥大成長は終了することが分った（図－ 1）。既報（2）にお
いて 7 月下旬頃からツバキ種子の含油量が増加し始めることから，
実の肥大成長が終了した後，種子の油が作られると考えられる。
　生理落果については，これまでの観察から 4 月～5 月にかけて
の新芽が伸びる時期に多くが落果する現象を把握していたが，今
回の調査では充分捉えることは出来なかった。
　生理落果は，4 月～5 月にかけては多く，その後も 8 月まで少
しずつ見られた（図－ 2）。
　

Ⅳ．おわりに

　今回の調査では，4 月～5 月にかけての生理落果の現象は充分
把握することは出来なかった。
　生理落果は，着果直後から徐々に起こると考えられ，これまで
に観察していた 4 月～5 月にかけての新芽が伸びる時期に多くが
落下する現象は，新芽が伸びる時期の生理現象であると共に花が
最も多い 2～3 月頃に幼果形成された実の初期の生理落果と重
なって起こっている可能性があり，それを前提とした調査が必要
であると考えられた。
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図－ 1．ツバキ実の肥大と生理落果
＊値がゼロになる時期に生理落果したことを表す

図－ 2．ツバキ幼果の落果数
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